
浜松城跡の発掘調査が進んでいます 

浜松城跡の発掘調査は1月9日（火）の開始以来、３週間が経ち、重要な成果があがりつつありま

す。今号はその途中経過をお知らせします。 

浜松城の調査地区 

天守曲輪とその周辺では、天守門跡（てんしゅもんあと）や富士見櫓跡（ふじみやぐらあと）の調査を進めてま

いりました。今年（2018年）の調査は、天守曲輪南側土塁の構造解明を目指します。 
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調査が進む浜松城  近年、植生管理が進み、石垣の全体がよく観察できるようになっています。 



休日公開発掘・現地説明会のお知らせ 

 浜松城跡の発掘調査は、休日の一部（下記日程）  

も実施します。来訪者の方には、調査状況を解説します。 

 【休日公開発掘調査日】 

2 月 3日（土）、2月4日（日）  

9:00～16:00（雨天中止） 

 【現地説明会】 

   2 月 10日（土） 10:00～ 13:30～ 
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公開発掘のようす 

１月20日（土）、27日（土）には公開発掘を行い

ました。当日は晴天に恵まれ、多くの市民の皆さんが

発掘調査現場をご覧になりました。 

出土品の公開 

公開発掘では、出土品の速報展示もいたしまし

た。来訪者の皆さんは、興味深く最新の出土品を

見学されていました。 

姿を現しはじめた天守曲輪土塁石垣 

天守曲輪南側の土塁内側には石垣が埋もれていま

した。現在、その構造解明を目指して、発掘調査を進

めています。 

豊富な出土品 

今回の発掘調査では、建物の屋根にふかれていた

瓦が大量に出土しています。中には城主の家紋をあ

しらったものもみられます。 


